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～患者さんに寄り添った服薬指導～

かかりつけ薬剤師に
なるために

医師と患者さんの大きなコミュニケーションギャップ

服薬指導にお使いいただける資材について

●患者さん提供用資材

患者さんにお渡しいただける資材を多数そろえております 服薬指導される際に患者さんに
お見せいただける資材もご用意しております

●服薬指導サポート資材

Memo

担当者名

連絡先

医師および高血圧患者の高血圧治療に対する意識の実態調査
（説明・確認した/されたと回答した人の割合）

＊ 初診時の説明　＊＊ 診療の都度＋診察2～3回に1回

医師 95％ 56％降圧目標値

治療の目的＊

食事療法＊
生活習慣の
改善指導＊
薬物療法＊

残薬の確認＊＊

39％

28％

30％

34％

34％

86％

68％

59％

57％

88％

高血圧患者

医師と患者さんの間のコミュニケーションギャップを埋め、
服薬アドヒアランスを向上させるためには、
薬剤師と患者さんのコミュニケーションが重要になります。

西村誠一郎ほか：血圧25（5）：364, 2018より作図

「かかりつけ薬剤師」に期待される役割

疾患および服薬指導について情報を提供いたします



服薬指導について ご用意しているコンテンツの一例

■かかりつけ薬剤師としての心構え ■コミュニケーション編

■疾患治療編

■具体的なコミュニケーション事例（高血圧）

【参考】村尾孝子：患者さん対応のプ口をめざす！「選ばれる薬剤師」の接遇・マナー 同文舘出版：p38, 2017

日本高血圧学会ほか 編：一般向け「高血圧治療ガイドライン2019」解説冊子 高血圧の話 ライフサイエンス出版：p12, 2019より作成

「薬の知識が豊富」は大前提

●信頼できる薬剤師とは、なによりも薬や
　病気についての知識が豊富であること。

●何を聞かれてもプロフェッショナルとして
   的確に答えられることが大前提です。

大切なのは患者さんに寄り添う気持ち

●「治療はつらいけれども、一緒にがんばりま
しょう」という、患者さんに寄り添う気持ちが
大切です。

●患者さんにとって大事なのは、知識や経験
以上に「人」なのです。

患者さんへの質問例　生活習慣の確認：塩分制限

食事で気を付けておられることは何かありますか？

食事にも気を付けていらっしゃるじゃないですか～！
ラーメンの塩分は約6ｇで、スープを残すと半分になりますよ

食塩を3g減らすと血圧が約3mmHg減るっていう研究も
あるので、効果大ですよ～。ぜひ続けてください

食事はあまり気にしてないですね。
でもラーメンのスープは残すようになりました

半分って食塩が3gってこと？そのくらいでも、塩分を
減らすと効果ってあるの？

＜減塩の効果＞
●食塩摂取量を1日1g減らすと平均1mmHg強の収縮期血圧の低下が期待できるとされている。
＜減塩の目安＞
●高血圧の人の食塩摂取量は、1日6g未満を目標とする。
●いきなり厳しい減塩にするのではなく、少しずつ摂取量を落とすと良い。

補足説明
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